
＜定義＞

【32】迅速細胞診実施率（胃癌）

＜コメント＞

（分⼦）分⺟のうち、術中迅速細胞診を⾏ったもの
（分⺟）腹腔鏡、開腹による胃癌悪性腫瘍切除術が⾏われた患者数

　胃癌⼿術時に術中迅速細胞診（腹⽔細胞診または腹腔内洗浄腹⽔細胞診）が⾏われた割合です。
　腹⽔細胞診が陽性であった場合は術後に⾼率に腹膜播種再発などが発⽣し予後不良となる可能性があります。
　術中迅速細胞診を施⾏することで術中に適切な術式変更を⾏うことも可能となります。
　当院では57.8％と調査参加病院の中央値と⽐較して⾼率に術中迅速細胞診を施⾏しており、病理検査が術中に施⾏できる環境が整備されていま
す。
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